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ＰＴＡ運営の課題

‧ＰＴＡ活動を負担に感じる⼈が多い 

ＰＴＡ活動は⼤変 
時間がとられてしまう 
そもそもめんどくさい



ＰＴＡ運営の課題

‧ＰＴＡ活動を負担に感じる⼈が多い 
‧ＰＴＡは不要と感じる⼈が増えている 

増えているけど少数派？ 
SNS等の情報に影響されがち 
でも本当にPTAは必要？



ＰＴＡ運営の課題

‧ＰＴＡ活動を負担に感じる⼈が多い 
‧ＰＴＡは不要と感じる⼈が増えている 
‧毎年同じ⾏事をこなしているだけ 

社会は⼤きく変化している 
それに合わせて変えていなかえればならない 
事業の⾒直しはかなりの労⼒が必要



ＰＴＡ運営の課題

‧ＰＴＡ活動を負担に感じる⼈が多い 
‧ＰＴＡは不要と感じる⼈が増えている 
‧毎年同じ⾏事をこなしているだけ 
‧ＰＴＡ活動は⼦供たちのためになっているの？

事業を⾏うことが⽬的となっていないか？ 
⾃⼰満⾜になっていないか？
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ＰＴＡ運営の課題

‧ＰＴＡ活動を負担に感じる⼈が多い 
‧ＰＴＡは不要と感じる⼈が増えている 
‧毎年同じ⾏事をこなしているだけ 
‧ＰＴＡ活動は⼦供たちのためになっているの？

背景

少⼦化、共働き家庭の増加

核家族化 1980年 約75% 
     2024年 約86%



ＰＴＡ運営の課題

‧ＰＴＡ活動を負担に感じる⼈が多い 
‧ＰＴＡは不要と感じる⼈が増えている 
‧毎年同じ⾏事をこなしているだけ 
‧ＰＴＡ活動は⼦供たちのためになっているの？

背景

少⼦化、共働き家庭の増加 
⾼度情報化社会

マスメディアからインターネットへ 
‧１対多 から 多対多 
‧短時間で多くの情報が多くの⼈へ



ＰＴＡ運営の課題

‧ＰＴＡ活動を負担に感じる⼈が多い 
‧ＰＴＡは不要と感じる⼈が増えている 
‧毎年同じ⾏事をこなしているだけ 
‧ＰＴＡ活動は⼦供たちのためになっているの？

背景

少⼦化、共働き家庭の増加 
⾼度情報化社会 
成熟社会 必要なものやサービスがすぐに⼿に⼊る 

⾃由で便利である 
共同体の存在意義が薄れる



ＰＴＡ運営の課題

‧ＰＴＡ活動を負担に感じる⼈が多い 
‧ＰＴＡは不要と感じる⼈が増えている 
‧毎年同じ⾏事をこなしているだけ 
‧ＰＴＡ活動は⼦供たちのためになっているの？

背景

少⼦化、共働き家庭の増加 
⾼度情報化社会 
成熟社会 
価値観の多様化

グローバル化、情報化 
意⾒の集約が難しい 
理解しあうのが難しい



ＰＴＡ活動の⽬的は？

児童‧⽣徒の健全な育成を図る



ＰＴＡ活動の⽬的は？

ＰＴＡは社会教育法で定める社会教育関係団体

⼦ども向けの講演会やイベントの開催 
地域活動やボランティア活動への参加 
家庭教育に関する講座や研修会の開催 
学校施設の整備や運営への協⼒



できるだけ多くの⽅に関わってもらいたい



ＰＴＡ活動に対する負担感、不信感

ＰＴＡ活動の成果、参加することの満⾜感



ＰＴＡ活動を多くの⼈に理解してもらうことが⼤事



‧多くの⼈を巻き込んでください

ＰＴＡのこと関係なくいろんな⼈に話しかける 
いろんなところに顔を出してください 
         オンラインではなくリアル 
ＰＴＡの事業に多くの⽅に協⼒依頼してください 
         個別に依頼する



‧多くの⼈を巻き込んでください 
‧先⽣⽅と交流を⼤事にしてください

できるだけ学校に⾜を運んでください 
校⻑先⽣、教頭先⽣、教務主任の先⽣以外の先⽣とも交流してください



‧多くの⼈を巻き込んでください 
‧先⽣⽅と交流を⼤事にしてください 
‧地域団体との交流を⼤事にしてください

地域の事業にできるだけ参加してください



‧多くの⼈を巻き込んでください 
‧先⽣⽅と交流を⼤事にしてください 
‧地域団体との交流を⼤事にしてください 
‧ＰＴＡ事業の意義、⽬的も含め多くの⼈に発信してください

会員の皆さんにはもちろん、できれば学校や地域の 
皆さんにも伝わるようにしてください 
⼿段はいろいろ



‧多くの⼈を巻き込んでください 
‧先⽣⽅と交流を⼤事にしてください 
‧地域団体との交流を⼤事にしてください 
‧ＰＴＡ事業の意義、⽬的も含め多くの⼈に報告してください

多様な考え⽅の⼈と関わることで、様々な意⾒がでてくる 
ＰＴＡの課題解決につながる可能性⼤

ＰＴＡの理解者を増やすことで負担感以上の満⾜感を得られる
不信感を払拭できる



社会が⼤きく変化しても「⼈」は変わらない



ご清聴ありがとうございました


